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芝納税貯蓄組合連合会・芝間税会・公益社団法人芝法人会

｜ 発行元 ｜
芝納税貯蓄組合連合会・芝間税会・公益社団法人芝法人会

【芝納税貯蓄組合連合会】
納税貯蓄組合法に基づく団体で、納税資金の計画的備蓄の推進と納期限完納の定着化や

振替納税制度の普及拡大とe-Tax及びeLTAXの普及、
消費税の滞納未然防止活動による税の期限内納付の確立、

租税教育や税の広報活動による納税道義の高揚を目的として活動しています。
その一環として昭和42年以来、全国の中学生を対象に「税についての作文」の募集を行っています。

【芝間税会】
間接税についての知識を習得し、申告納税制度における公平な税制の実現と
適正な税務執行に寄与することを目的として結成された団体です。

おもな活動として、①税への提言、②消費税完納運動、
③租税教育の一環としての「税の標語」の募集、

④「世界の消費税」の図柄をいれたクリアファイルの作成・配布による
消費税の啓蒙運動などを行っています。

【公益社団法人 芝法人会】
正しい税知識を身につけたい。もっと、積極的な経営を目指したい。社会の役に立ちたい。

そんな経営者を支援する組織が法人会です。
芝法人会「租税教室」のラインナップ

＊訪問授業型：講師が学校へ訪問し、教室内で授業します。
＊オンライン授業型：ICTを活用した、デジタルコンテンツを交えた授業です。

＊移動教室型：芝法人会館など学校以外の環境で、より体験型の内容で授業します。
芝法人会租税教育企画

＊小学生対象「税に関する絵はがきコンクール」の実施

「税」って何だっけ？ 芝法人会の租税教育
知り、学び、考えるための年代別カリキュラムをご用意

小 学 校
１～３年生

みなと区民まつり等イベントでの
クイズやゲームで楽しみながら

「税」という言葉に触れる機会を設定 税に関する絵はがき

◆（公財）全国法人会総連合主催
 　　　　　　　　◇国税庁後援

税についての作文
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職場見学等を通じて、
「税と社会の仕組みを知る」企画を設定
＊６年生には『租税教室』を用意＊

小学校で知った「税」と社会の関連性
についてグループディスカッションし、
自分自身の将来を含めて考えてみる
＊思考型『租税教室』を用意＊
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おめでとうございます !!
▼ 芝税務署長賞を受賞された  さんによる作文朗読

「税についての作文」受賞者

「税に関する絵はがき」受賞者

「税の標語」受賞者

税への理解を深めるための事業の一環として、小学生と中学生の皆さんを対象とした「中学生

の『税についての作文』」、「税の標語」、「税に関する絵はがきコンクール」を開催しています。

優秀作品受賞者を対象に、１１月１２日（火）に、表彰式が執り行われました。

会場参加が難しい児童・生徒の皆さんも
参加できるようリモート配信しました
会場参加が難しい児童・生徒の皆さんも
参加できるようリモート配信しました
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優秀作品

　税について考えることは、地域の課題について考える

ことにつながる。私の住む御蔵島は東京都から南に200

キロ離れたところにある東京都の離島だ。人口は約300人。

東京都の人口予測で2030年には252人、2040年には

204人と減少する見込みだ。15歳の私は御蔵島に高校が

ないため、中学卒業後御蔵島を離れることになる。今、

御蔵島が今後も自治体として存続するか否かの分岐点に

いるということになる。

　御蔵島では人口300人を維持するための施策に取り組

んでいる。その一つである公共施設のリニューアル検討

会に参加した。私を含め御蔵島中学校の生徒9人中5人

が検討会に参加した。このような地方公共団体の検討会

に中学生が参加できたことは画期的なことだ。

　将来の御蔵島を想像しながら大人と中学生が議論する。

誰のために造るのか。どんな場所にしたいのか。そこに

は笑顔があふれているのか。活気があふれているのか。

私自身は将来御蔵島に帰ってくるのか。そんなことを考

えながら大人達との議論に取り組んだ。大人達の「住み

続けたい島へ」という熱い思いが伝わってきた。

　この検討会で私たちが議論・検討したことを実現する

ためにはお金が必要となる。それが税金だということを

教えてもらった。「そこに住む人々の気持ちを具現化す

るために税金が使われる。」ということを知った。

　すごい仕組みだと思った。この仕組みはどのように支

えられているのか調べることにした。その中で御蔵島は

「地方交付税団体」という事を知った。どこかの誰かの

税金で村政が回っているということだ。私の両親も祖父

母も働いて納税している。地方交付税団体を後ろめたく

思う必要はないが、それは尊い税金であるということは

理解しなくてはならないと思った。また、御蔵島のふる

さと納税について調べてみた。総務省ふるさと納税ポー

タルサイトによると、流入額は過去3年で約3万円。反面、

流出額は過去3年で約145万円であった。この流出につ

いてもまた、75パーセントが地方交付税により国から補

填をされる。すごい仕組みに守られていることを知った。

　私は来年、高校進学のため島を出る。そして、その後

の進学や就職で少なくとも10年は島を離れることになる

だろう。私のふるさと御蔵島には、私が帰るその時まで

元気な島であり続けてほしいと願う。とともに、学生で

ある私に今出来ることは、将来の就職に備えてしっかり

学ぶという事であると思う。島に帰っても帰らなくても、

どこにいても納税をするという事が、地方交付税団体で

ある御蔵島を支えることになる。今、私ははっきりと目

的が持てた。大好きな「故郷・御蔵島」の未来を明るい

ものにするために私は頑張ろうと思う。

能登半島地震の当時の衝撃を、私はまだ鮮明に思い出せ

るくらい覚えている。東日本大震災が発生したとき、私は

まだ１歳だったため、当時の様子はほとんど記憶にない。

なので、震度７の大きな地震で世間全体が混乱しているの

を見るのは初めての体験だった。ニュースでは毎日、被災

地の建築物が倒壊している様子や、被災された方のインタ

ビューなどが映し出されている。ネットでは被災地のリア

ルタイムの様子が流れ、「能登半島」や「地震」というワー

ドがどのアプリでもトレンド入りしている。こんな状況を

見た私はずっと唖然としていた。そんな中、注目を浴びた

ものの一つが自衛隊や救急隊、消防隊の活躍だ。自衛隊が

捜索、救助活動を懸命に行っていたり、夜間にもかかわら

ず、救急車や消防車が何台も出動していたり、被災地の方々

のために活動する姿は非常にかっこよかった。自衛隊の活

動も救急車や消防車の運用も私達国民が払っている税金が

使われている。税金を払わない世の中なら、こんな災害時

でも全て自費になってしまうのかもと思うと、税金のあり

がたみを身にしみて感じられた。もちろん、被災地で配ら

れた非常食や暖をとるためのブランケットなども、税金で

購入され、用意されていたのだろう。また、自分は当時

生徒会役員に所属しており、能登半島地震の募金を行おう

と情報を集めている際に、「政府が特別交付税から520億円

の財政支援をした。」という記事を見つけた。そのときは

税金が被災地の方々の役に立っているということを知れ

て、嬉しかった記憶がある。その税金は道路の復旧や仮設

住宅の建設に使われ、いろいろな人の助けとなっただろう。

能登半島地震を通じて、税金の重要さを改めて感じるこ

とができた。地震大国に住んでいる私たちは、いつ自然災

害に襲われるか分からない。税金のない世の中なら、非常

食の用意も無く、自衛隊もいないのだから、大きな災害の

あとに生きていけるとは到底思えない。街の復旧も何年後

に終わるのか分からないほどだろう。もし大きな地震が発

生したときに、「いままで税金を払っていてよかったな。」

と心から思えるように、せめて被害を最小に抑えられるよ

うに、大人になったら税金を払うことを惜しまず、大切に

したいと思った。そして、これからは、私達は税金を無理

やり払わされているということを嘆くよりも、私達は日々、

小さな募金をしている！と考えていこうと思う。税金の使

い道をより多くの人に知ってもらい、納税することは私達

の将来のためにとても必要なことなんだということを感じ

てほしい。

　　 芝税務署長賞／東京納税貯蓄組合総連合会会長賞
「未来を明るいものにするために」　　　　  御蔵島村立御蔵島中学校 ３年 さん

　　 芝税務署長賞／東京納税貯蓄組合総連合会会長賞
「私たちの将来を支える税金」港区立小中一貫教育校御成門学園御成門中学校 ９年 さん

中学生の『税についての作文』では、２０校から４６６編ご応募いただきました。皆さんの税

に対する深い理解と、暮らしのなかで感じた税への想いなどが表現され、読み応えのある作品

ばかりです。特に優秀な作品を選定させていただきましたので、ぜひお読みください。

【芝納税貯蓄組合連合会／会長　丸哲夫】

島民ならではの視点で、私たちも改めて考えさせ
られる内容でした。

検討会を通して学んだことを、自分で調べて、
さらに知識を深めたことが素晴らしいです。

日常生活では気づかない税金の大切さをよく表し
ています。

「小さな募金」と捉えるところが素敵です。
これからもその考えを広めていってください。
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　私は、税理士さんによる税金の授業を通して、税金が

社会の中で大きな役割を果たしていることを学びました。

税金の授業の中で一番印象に残っていることは、「大きな

政府」と「小さな政府」についてです。

　大きな政府とは、政府が経済活動に積極的に関わり、

国民の生活を安定させるという考えです。高い水準の公的

サービスをするために、税などの国民負担が大きくなるの

が特徴です。一方、小さな政府は、政府が自由競争を促し、

経済成長を図るという考えです。税などの国民負担は軽い分、

公的サービスの水準も低く、その社会では「自分のことは

自分で」という自助努力が求められます。

　この二つの政府のどちらがいいかは簡単に決められませ

ん。それぞれの国の社会状況や文化、価値観が違うからです。

どちらを選ぶかは、最終的に国民がどのような生活を望む

のかによって決まるのだと思います。

　私は最初、日本では税負担について不満をもっている人

が多い印象だったので、税負担の少ない小さな政府のほう

がいいと思いました。しかし、日本の社会が税金で支えら

れていることを知り、税金が少なくなってもこれまでの生

活は維持されるのか、警察や消防などの公共サービスは保

たれるのか、お金がないという理由で高校や大学に進学す

る人が減るのではないかと考えるようになりました。

　ですが、税金が高くなると国民の負担がさらに増え、

不満が募る可能性があります。この点について、大きな

政府の代表例であるスウェーデンを調べてみると、スウェー

デンでは税負担が大きいにも関わらず、国民が高い満足感

を示していることがわかりました。20歳まで医療費は無料、

高校・大学の学費は無料、手厚い児童手当や育児休業の

保障など税金がしっかりと公共サービスに還元され、自分

たちの生活が維持されていると一人一人が実感しているの

です。

　日本で税金に不満があるのは、払った分が国民に十分返っ

てきているのを感じられないからだと私は考えます。払っ

た税金がどのように使われているかがわかりにくい場合、

不公平感が生まれてしまいますが、税金が高くても、その

税金が十分に役立っていると感じられれば税金に不満を

持つ人も減っていくのだと思いました。

　税金の授業を通して、税金がどのように使われているか

を知ることは、その意義を理解するために重要だと感じま

した。また、政治について考える機会を増やし、国を良く

していくことにつながるのだと思いました。

　これから大人になり、税金と関わる機会が増えると思い

ます。社会の一員として、自分がどのような社会を望むの

かしっかり考え、より良い社会を作るために積極的に貢献

していきたいです。

　中学生になってから、公費のありがたみを実感すること

が増えた。例えば、一人一台の学習用端末。一年間で３回

まで利用することができる、漢検や英検の公費負担。これ

らは、私たちの学習を促し、挑戦する機会を与えてくれて

いる。他にも、学校給食や医療費の無償化など。挙げてみれば、

日常がどれだけ公費に支えられているかがわかる。

　そんな中、港区の修学旅行の行き先がシンガポールに

決まった。聞いたときには本当に驚いた。海外で学ぶチャ

ンスが与えられたことは嬉しかったが、それ以上に戸惑い

のほうが大きかった。一人当たりの家庭の負担額は例年通

り約7万円であるのに対し、残り50万円は税金で賄われる

という。こんなに膨大な額が私たちに使われて、本当にい

いのだろうか。だが、事前学習を進めていくうちに、覚悟

ができてきた。これだけのお金が自分たちに使われている

というのは、それだけの期待を背負っているということだ。

行くからにはしっかり学んでこよう、という意思が固まっ

ていった。

　現地でも、常にそのことを忘れずに行動した。研修を通

して、日本と現地の人々の考え方の違いや両国の文化の特

徴など、実際に行ったからこそ感じ取れた学びが沢山あった。

外国に対する興味が一層深まり、近い将来留学をしたいと

思うようになった。

　帰国後、円安で海外旅行が難しい中で研修ができたことに、

改めて感謝の気持ちで胸が一杯になった。それも、区から

の補助があってこそのものだ。そう考えたときに、このお

金は港区民から集められたのだ、ということを再び思い出

した。

　税の作文を書くにあたり、学校で配られた税金のテキス

トを読んでみた。すると、東京都では「保健と福祉」に次いで、

「教育と文化」に多くの税金が使われているとわかった。そ

して、そのうち半分以上は、公立小中学校の教育費に使わ

れている。令和3年度のデータによると、東京都の場合、

小学生一人あたりの年間公費負担は約107万円。中学生は

約132万円。私は義務教育の９年間公立の学校に通ってい

るため、合計1038万円以上の補助を受けることになる。

私は税金に支えられて教育を受け、成長してきたのだ。

　しかし、少子化によって働き手が減少し、税収は減る

傾向にあるという。とはいえ、社会を創っていく上でお金

は必要だ。令和6年度の国税庁のデータによると、国の

収入の約6割を税金が占めている。国民の納める税金が

果たす役割は大きい。

　私は、これまで税金に助けられながら学んできたことを

糧に、自分の将来としっかり向き合って生きていきたいと

思う。大人になれば、消費税以外にもいろいろな税金を

納めることになる。自分たちのより良い暮らし、そしてそ

の次の世代のために、しっかりと納めたい。

　　 東京都港都税事務所長賞
「望む社会を考える」  　　　　　　　　　   八丈町立三原中学校　３年 さん

　　 港区長賞
「税金でつなぐ未来」　港区立小中一貫教育校御成門学園御成門中学校 ９年 さん

中学生の『税についての作文』優秀作品

税金の授業を経て、興味を持ったことを自分自身
で調べる意欲に感心しました。

税金の大切さに気付くことは、望む社会につい
て様々なことを考える第一歩になりましたね。

自分のおかれている環境に目を向け、感謝するこ
とはなかなかできることではありません。

今回学んだことをどのように生かしていくのか、
とても楽しみな内容でした。

　　 芝納税貯蓄組合連合会会長賞優秀：港区立三田中学校 3年 さん／港区立高松中学校 3年 さん
東京税理士会芝支部支部長賞：港区立小中一貫教育校御成門学園御成門中学校 9年 さん
公益社団法人芝法人会会長賞：港区立高松中学校 3年 さん　芝酒類商連合会会長賞：式根島学園式根島中学校 9年 さん
一般社団法人芝青色申告会会長賞：利島村立利島小中学校 9年 さん　芝間税会会長賞：八丈町立大賀郷中学校 3年 さん
芝優申会会長賞：三宅村立三宅中学校 3年 さん
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　私たち子どもにとって税は身近な存在ではないと思う。

なぜなら私たちが普段納めるのは主に消費税で、社会に出

て働くまでは自分で税を納める機会が少ないからだ。しか

し、知識はなくとも私たちは日頃から税に多大な恩恵を受

けていることを忘れてはいけない。

　最近、私に、そのことを再確認させられる出来事が起こっ

た。それは、私が昨年参加した港区の中学生海外派遣制度

について母と話したことである。

　「去年の海外派遣、新しい発見ばかりでとても楽しかった、

懐かしいな。」

と話した私に対して母が答えた。

　「そうだね、現地の人や文化に触れられたのは旅行とは

違った貴重な体験だったね。そんな経験ができたのは、区

があなたたちに期待して投資してくれているってことだ

ね。」

母のこの言葉で、私は税にいかに助けられていたか分かっ

た。海外派遣のプログラムは未来の社会を担う中学生のた

めにその費用のほとんどを区が負担していた。それはつま

り、私たちの学習が税によって支えられていたということ

だ。そもそも、公立小・中学校では教材費や施設費など普

段の学校生活に関わる部分の費用も税金で賄われている。

私たちの生活は税金の上に成り立っていると言っても過言

ではない。私たちにとって税はそれなしでは生きていけな

いものだったのだ。

　税金の大切さを改めて学んだ私は税についてさらに調べ

ることにした。日本の国の収入の使い道の１位は社会保障

費で、東京都の１位は福祉・保健経費、港区の１位は児童

福祉費を中心とした民生費であった。これらの使い道とい

うのは人々の生活に密接に関わっているものである。日本

に住む人間で税金の恩恵を受けていない人は一人もいない

だろう。先程紹介した教育関係費については、歳出の割合

で考えて、国では７位、東京都では２位、港区では４位で

あった。このことから、教育面でも私たちが税金に支えら

れていることが明確に分かった。

　これらの経験を通して私は今まであまり知らなかった税

の役割やその存在が自分にどうつながっているのかを学ん

だ。まずは自分がこれまでに、そしてこれからも助けられ

るであろう税に感謝したいと思う。それに加えて今までに

受けた多くの税の恵みを今度は私が返し、さらに次の世代

へ引き継いでいきたい。そのために今の私にできる最大の

ことは勉強だと思う。何年後か、大人になって消費税以外

にも様々な税を納めるようになったとき、恩返しができる

ように頑張りたい。

　　 港区教育委員会賞
「税の恵みを知って」 　　　　　　　    港区立港南中学校 ３年　 さん

『税の標語』優秀作品
どの標語からも、皆さんの税に対する、率直な思いがひしひしと伝わってきました。

３３校から１２４８の素晴らしい作品をご応募いただき、ありがとうございます。

【芝間税会／会長　河村守康】

      　全国間税会総連合会入選：港区立小中一貫教育校御成門学園御成門中学校 8年 さん　東京国税局間税会連合会入選：港区立
白金小学校 6年 さん　芝間税会入選：港区立三田中学校 3年 さん／港区立小中一貫教育校白金の丘学園白金の丘中学
校 9年 さん／大島町立第三中学校3年 さん／神津島村立神津中学校 1年 さん／御蔵島村立御蔵島中学校 2年

さん／港区立芝小学校 6年 さん／港区立芝浦小学校 6年 さん／港区立芝浦小学校 6年 さん／港区立
白金小学校 6年 さん

　　芝納税貯蓄組合連合会会長賞入選：港区立小中一貫教育校御成門学園御成門中学校 9年 さん／港区立小中一貫教育校御成門
学園御成門中学校 9年 さん／港区立三田中学校 3年 さん／港区立小中一貫教育校白金の丘学園白金の丘中学校 9年

さん／港区立小中一貫教育校白金の丘学園白金の丘中学校 9年 さん／港区立小中一貫教育校白金の丘学園白金の丘中学校
9年 さん／港区立小中一貫教育校お台場学園港陽中学校 9年 さん／港区立小中一貫教育校お台場学園港陽中学校 7年

さん／大島町立第一中学校 3年 さん／大島町立第二中学校 3年 さん／大島町立第三中学校 3年 さん／
新島村立新島中学校 2年 さん／神津島村立神津中学校 3年 さん／三宅村立三宅中学校 3年 さん／八丈町立富士
中学校 3年 さん／青ヶ島村立青ヶ島中学校 3年 さん／小笠原村立小笠原中学校 3年 さん

「自分が受けたものを次代にもつないでいく」
まさしく税のしくみを捉えていますね。

税のありがたみを改めて気づかされる作文でし
た。

みなさんが税についてしっかりと考えている
ことがわかる素晴らしい標語ばかりでした。

明るい未来を担うためにこれからも税の意義、
役割を考えましょう。
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芝税務署長賞

安全、健康、教育も税が支える私たちの未来
港区立白金小学校６年 さん

東京都港都税事務所長賞

税金を納めてみんなの笑顔咲く
港区立小中一貫教育校お台場学園
港陽小学校６年 さん

港区長賞

築いてく税の力で助け合い
笑顔あふれる私たちの町
港区立小中一貫教育校御成門学園
御成門中学校８年 さん

港区教育委員会賞

消費税子どももできる社会貢献
港区立赤羽小学校６年 さん
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町全体を俯瞰したような表現が素晴らしいです。
また、税金の使い道をよく考えてくれていること

が絵から伝わりました。

色合いもカラフルで、シャープな線を使っての
構図がとても目立ちました。税金の種類とその

使い道をよく理解されていることがわかります。

美しい色合いで、画力があり完成度が高いと感じ
ました。シャボン玉を使ったアイデアが新しく、

全体的によくまとまっていました。

学校を中心として、さまざまな税金が広がってい
て、学生ならではの絵だと感じました。税金につ

いてよく勉強されていることが伝わりました。

小学校３～６年生の皆さんを対象に開催した『税に関する絵はがきコンクール』では、１８校

から５４０作品ご応募いただきました。これからも税の大切さを多くの人に伝えてください。

【公益社団法人芝法人会／会長　竹ノ上藏造】

　　  公益社団法人芝法人会会長賞入選：（左から）
八丈町立三原小学校 6 年
　 さん
大島町立さくら小学校 6 年
　 さん
式根島学園式根島小学校 6 年
　 さん
神津島村立神津小学校 5 年
　 さん

　　公益事業委員長賞
港区立高輪台小学校　６年

さん
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